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「DB2いろはがるた」を執筆するために参上した、なぞの女性。

日本の古典文学を愛する。

 

リレーショナル・データベースの世界では、SELECT文を使って複数の表で同

じ値をもつ列どうしをくっつけて、欲しいデータを取り出すことができます。こ

れを結合処理とよびます。英語名ではJOIN(ジョイン)です。二つ以上の表を

結合（JOIN）するための条件はSELECT文のWHERE文節で指定して、次の

SQL文のように、結合しようとしている複数の表をFROMの後に、カンマで区

切って指定します。

SELECT fname,initial,lname,hphone,cid FROM db2cert.

test_taken,db2cert.candidate 

WHERE db2cert.test_taken.cid=db2cert.candidate.cid

このSQL文はdb2cert.test_taken表のcid列とdb2cert.candidate表のcid列が

等しい場合の、candidate表のfname,initial,lname,hphone列およびcid列を取

り出すことを意味しています。SQL文になれていない人は、何かまどろっこし

い感じをうけるかも知れませんが、誰かと誰かをくっつけるということは、人

間の場合と同じようになかなか難しいものがあるのです。パフォーマンス的

にも、この結合処理は結合しようとしている表の件数が多ければ多いほど,

CPUパワーが大量に必要になる本当に馬力のいる仕事なのです。時には何

時間もかかることがあるので、結果がでると、ふう～、やれやれというほどの

仕事です。 
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　上のSQL文のように、結合しようとしている複数の表で同じ値を持つ列で

くっつけるような結合演算を内部結合(インター・ジョイン)と呼びます。その他

に該当する列がどちらか一方にしか存在しなくてもかまわない、外部結合

（アウター・ジョイン）と呼ばれる方法もありますが、これについては後の連載

で説明します。 DB2 UDBでは実はここだけの話しですが、この内部結合を

処理するためにオプティマイザーが自動的に採用する結合方法として内部

的には以下の3種類があります。 

ネスティッド・ループ結合 

次のいずれかの方法で実行されます。 

　(1) 内部表をスキャンすることにより検索する方法  

(2) 外部表のアクセスされる各行ごとに、索引検索を行う方法  

(1)内部表のスキャンによる結合では、

1.  外部表から1行取り出す 

2.  外部表の結合列の値を探して結合する 

3.  内部表の最後の行まで探す 

これを外部表の行数分繰り返します。(図中の（1）/（2）/（3）は外部表の各行

に相当)

マージ結合 

　結合される列は並び替えの後、同時に、また上から順番にスキャンされま

す。外部表は1回だけスキャンされます。外部表に重複する値がない場合は

内部表のスキャンも1度だけとなります。外部表に重複する値がある場合は

内部表の該当する列が重複している回数だけスキャンされます。 

1.  結合する表を結合列でソートし、必要であれば一時スペースに置く。 

2.  外部表から1行取り出し、結合列に一致する内部表の行を結合する。

(1) 

3.  一致しない場合には外部表から1行取り、内部表の続きから検査/結

合を行う。(2) 

4.  上記の操作を繰り返し行う。 

5.  外部表の値が重複する場合(外部表から取り出した値が前回取り出

した値と同じ場合)、内部表のスキャンを前回と同じところから行う。

(3) 
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